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1.　はじめに

Vacuum and Surface Science (表面と真空)に投稿する際のスタイルテンプレートです。原稿の構成、図表、文献の書き方など「執筆の手引き」を確認し作製して下さい。印刷用の最終的な調整は，編集委員会や印刷会社において行うことになります。
※【新博士登場】の原稿ページは１ページ以内です。
2. 執筆要領
2.1　原稿のレイアウト
原稿の順序は，表題，著者氏名，所属機関とその住所，Title，Authors，Affiliations and Addresses，本文，（謝辞）、文献とし、脚注には， E-mailアドレスを表記してください。

2.2　文字サイズなど
文体は「である」調を原則とします。フォントは，表題，各セクション見出しには，ゴシックあるいは類似のフォントを使用してください。また，本文等それ以外の部分には，明朝体あるいは類似のフォントを使用してください。文字サイズは，表題（英文）は16.5(11)ポイント，著者氏名（英文）は12(11)ポイント、アブストラクト、キーワードは9ポイント，見出しは10.5ポイント、それ以外は9.5ポイントとします。
句読点には，「，」「。」を使用して下さい。文献番号は，上付き表示とします1,2) 。
2.2　図表
必要に応じて，図表は本文中に貼り込んでください．Fig.1に図面挿入のサンプルを示します。通常は1コラム内に配置し，図面下部にキャプション（英語）をお付けください。図表が大きく入りきらない場合は，ページ幅いっぱいお使いください。カラー印刷は有料ですが，ウェブでは無料です。ただし，ウェブのみカラーの場合は，図，キャプションとも，白黒印刷でも線や点の違いが分かるような配色を選んで下さい。

3. 会員の特典

Vacuum and Surface Science (表面と真空)に掲載された論文はJ-STAGEでPDFファイルを公開します。発行から一年以内は，パスワードによるアクセス制限を行いますが，会員特典として会員にはパスワードを発行します。一年を経過すると会員以外の方にも利用がオープンとなります。
4. まとめ

　本テンプレートは，Vacuum and Surface Science (表面と真空)への投稿用としてご使用願います。
文　　献

1)庭野道夫，上村恵美子: 表面科学 20, 2010 (2010). 

2)表面太郎: “表面分析”（学術出版センター, 2010）.
文献の書き方の詳細は「執筆の手引き」をご確認下さい。（http://www.sssj.org/jsssj/tokokitei/kaishi_tebiki.pdf）
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図版（枠線は消去して下さい）





図面、本文、キャプション間のスペースは２行分、確保してください。








Fig.1.XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX（英文9.5ポイント）
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